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史 窓

彙

報

二
〇
〇
〇
年
度

学
会
行
事

新

入

生

歓

迎

会

四
月
六
日

(
木
)

新
入
生
オ
リ

エ
ン
テ

ー
シ

ョ
ン

新

入
生

と
の
初
め
て
の
ご
対
面
。

二
回
生

・
三
回
生
と
な

っ
た
私
た
ち
も
学
会
委
員
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
新
入
生
並

み

で
し
た
。

一
回
生

の
目
に
も
甚
だ
頼
り
な
い
先
輩
と
映

っ
た

こ
と
で
し

ょ
う
。
既
に
任
期

を
終
え
ら
れ
た
四
回
生

の
先
輩

方
に
も
ご
助
力

い
た
だ
き
な
が
ら
準
備

を
進

め
ま
し
た
。

そ
し
て
当

日
。
四
回
生

の
先
輩
方
に
見
守

ら
れ

つ
つ
、
新

入
生
歓
迎
会

は
始
ま
り
ま
し
た
。
新
米
委
員
長

の
拙

い
挨
拶

に
引
き
続

い
て
、
委
員
そ
れ
ぞ
れ

の
自
己
紹
介
。
人
前
に
出

て
話
す

こ
と
に
未
だ
慣
れ
て

い
な
い
挨
拶
は
新
入
生

の
皆
さ

ん
に
は
ひ
ど
く

不
自
然
な
日
本
語

に
聞

こ
え
た
こ
と
と
思

い

ま
す
。
自
己
紹
介

、
新
歓
バ

ス
ッ
ア
ー
の
お
知

ら
せ
な
ど
を

伝
え
た
後
は
、
毎
年
恒
例

の
質

問
タ
イ

ム

へ
と
突

入
で
す
。

今
年
度

の

一
回
生

か
ら

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
が
大
幅

に
変
更
さ

れ
た
た
め
、
毎

年
多
様
を
極
め
る
質
問

は
今
年
は
更

に
難
し

い
も

の
と
な
り
、

一
年

・
二
年
先
輩

の
私

た
ち
も
右
往
左
往

す
る
有

り
様

で
し
た
。
私

た
ち
も
で
き

る
限
り
質

問
に
答

え

よ
う
と
教
室
内
を
走

り
回

り
ま
し
た
が
、
大
変
的
を
得

な
い

返
答
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
と
思

い
ま
す
。

こ
の
場
を
お
借

り

し
て
、
深
く
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。

春

の
新

歓

バ

ス

ツ

ア
ー

四
月

一
四
臼

(
金
)新

入
生
歓
迎
バ

ス
ツ
ア
ー

貯

嵐
山

学
会
委
員

に
と

っ
て
も

一
回
生

に
と

っ
て
も
春

の
メ
イ

ン

イ
ベ

ン
ト
で
あ

る
、

こ
の

「新
歓
.ハ
ス
ツ
ア
ー
」
。

前
日
ま

で
に
、
各
々
が
役
割
分
担
し
て
準
備
を
す

ま
せ
ま
し
た
。

当
日

の
昼
休

み
、
」
四
二
〇

の
教
室
に
お
い
て
、
先
生
方

を
交
え
て
の
昼
食
会
を
開
き
ま
し
た
。
新

入
生

一
人

一
人
の

名
前
を
名
簿

で
確
認
し
な
が

ら
、
お
弁
当

と
お
茶
を
配
り
ま

す
。

単
純

な
作
業

に
思
え

ま

す

が
、

実

は
か
な
り
大
変

で

す
。
私
た
ち
が
あ

わ
て
ふ
た
め
い
て
い
る
と
、
入

口
に
は
長

い
長

い
列
が

で
き

て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
れ
を
な
ん
と
か
乗

り
切
る
と
、
時
間
を
見
計
ら

っ
て
瀧
浪
先
生
に
、
天
龍
寺
、

そ

し
て
嵐
山
の
解
説
と
見
所
を
説
明

し
て
頂
き
ま
し
た
。

次

に
毎
年
大
変

な
バ

ス

へ
の
移
動
。
今
年
は
、
バ

ス
の
停

車
位
置
が
J
館

の
前
と

い
う
交
通

量
の
多

い
場
所

へ
移
動
し

た
た
め
、
例
年

よ
り
も
乗
車

を
急
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
や
は
り
手
間
取
り
ま
し
た
が
、
バ

ス
一二
台

は
な

ん

と

か
天
龍

寺

へ
と
出
発

し
ま
し
た
。
大
学

か
ら
嵐
山
ま
で
は

約

四
〇
分
程
か
か
り
ま
す
。
バ

ス
の
中

で
は
早
速
、
毎
年
恒

例

の
自
己
紹
介
が
始

ま
り
ま
し
た
。
出
身
地
や
趣
味
な
ど
互

い
の
共
通
点
を
見

つ
け

て
は
盛
り
上
が

り
、
ど
ん
ど
ん
友
達

の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。
そ

の
場

の
雰
囲
気

は
和
や
か
な
も

の
で
し
た
。

あ

っ
と

い
う
間
に
嵐

山
に
到
着
。
バ

ス
を
降

り
た
後
、
ポ

カ
ポ
カ
陽
気

の
中
、

先
生
方

を
含

め

た

一
五
〇
人
の

団
体

は
、
ぞ

ろ
ぞ

ろ
と
天
龍
寺

へ
と
急
ぎ

ま
し
た
。

天
龍
寺

は
桜
や

つ
つ
じ
が
満
開

で
色

と

り

ど

り

の
景
色

に
、
す

っ
か
り
心
を
奪
わ
れ

て
し
ま

い
ま
し
た
。
ま
た
、
そ

よ
風
と
共
に
桜

の
花
び
ら
が
頭

の
上
に
積

も
り
、
ピ

ン
ク
の

冠
を
か
ぶ

っ
て
い
る
よ

う

で

し

た
。

寺
院
を
拝
観
し
た
後

は
、
集

合
時
間
ま

で
嵐
山
散
策
。
そ
れ
ぞ
れ
自
由

に
嵐
山
を

満
喫
し
て

い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
も
み
じ
や
抹
茶

の
ソ
フ

ト
ク
リ
ー

ム
を
口
い

っ
ば

い
に
ほ
お
ば
り
、
渡
月
橋
や
桂
川

を
見
な
が

ら
の
ん
び
り
と
過
ご

し
ま
し
た
。

楽
し

い
ひ
と
と
き

は
す
ぐ
に
終

わ

っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

帰

り
の
点
呼
は
、
私

た
ち

の
呼
び

か
け

に
急

い
で
戻

っ
て
き

て
く
れ
た
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

い
つ
も
よ
り
早
く
終

え
る
こ

と
が

で
き
ま
し
た
。
帰
り

の
バ

ス
の
中

は
、
皆
ぐ

っ
す

り
眠

っ
て
静

か
な
空
間

で
し
た
。
午
後

五
時
半
過
ぎ
、
全
員
無
事

に
帰

っ
て
く
る

こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
先
生
方
、
新

入
生

の

皆

さ
ん
本
当
に
お
疲

れ
さ

ま
で
し
た
。
平
安
観
光

の
田
村
さ

ん
、
今
回
も
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

春
季
公
開
講
座

五
月
二
六
日

(金
)

ロ
シ
ア
の
人
口
移
動

(
一
八
世
紀
～
二
〇
世
紀
)
と
そ
の
特

性

本
学
教
授

中
村

泰
三
琉

日
本
近
世
の
ア
イ
ヌ
社
会

滋
賀
大
学
経
済
学
部
助
教
授

岩
崎

奈
緒
子
氏

卒
業
論
文
中
間
発
表

日
本
史
専
攻

一
〇
月
一
〇
日

(火
)
～

一
三
日

(金
)

東
洋
史
専
攻

一
〇
月
一
七
日

(火
)
～

一
九
日

(木
)

西
洋
史
専
攻

一
〇
月
一
二
日

(木
)、
一
三
日

(金
)

大
学
院
文
学
研
究
科
史
学
専
攻

博
士
後
期
課
程
開
設
記
念
特
別
講
演
会

歴
史
か
ら
学
ぶ
ー
二
一
世
紀
の
歴
史
学
に
向
け
て
1

一
一
月
一
七
日

(金
)

歴
史
学
に
何
が
出
来
る
か
大
阪
大
学
教
授

川
北

稔
氏

歴
史
を
語
る

「物
」
ー
鎖
国
直
前
の
臼
中
関
係
を
探
る
-

皇
學
館
大
学
学
長

大
庭

脩
氏

一
回
生

親

睦

会

一
二
月
八
日

(
金
)

一
回
生
と
先
生
方

の
交
流
を
は
か
り

つ
つ
、
来
年

二
回
生

と
な

る
に
当
た

っ
て
専
攻

に
分

か
れ

る
た
め

の
説
明
会

を
兼

ね
た
親
睦
会
が
昼
休

み
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
先
生
方

に
よ
る

各
専
攻

の
説
明
の
後

は
質
問
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
既
に
専

攻

を
決
め

て
い
る
人
が
多

い
の
か
、
或

い
は
尋
ね
難
か

っ
た

の
か
、
質
問
は
ほ
と

ん
ど
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

短

い
時
間

で
し
た
が
、
充
実
し
た
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し

た
。

卒

業

生

予
餞

会

一
二
月

二
〇
日

(
水
)

卒
業
論
文

の
締
め
切
り
艮
で
も
あ

っ
た
こ
の
日
、
午
後

六

時
よ
り
祗
園

の
か
が
り
火

に
て
毎
年
恒
例
の
予
餞
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
卒
業
生
と
先
生
方
が

一
同
に
会

し
、
和
や
か
な

雰
囲
気

で
進
行
し
ま
し
た
。
卒
業
論
文
と

い
う
最
後

に
し
て

最
大

の
課
題
を
無
事

終
え
る
こ
と

の
で
き
た
先
輩
方

の
晴
々

と
し
た
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

379



史 窓

早
春
の
学
会
旅
行

三
月
二
三
日

(金
)
、
二
四
日
(
土
)

中
仙
道
を
メ
イ
ン
と
し
た
昼
神
温
泉
と
日
本
大
正
村
へ
の

旅
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

(徳
山

真
由

・
是
澤

綾
)

二
〇

〇
〇
年
度

史

学
科
講

義

題

目

史
学
科
共
通

講
義史
学
概
論

常
松
教
授

・
稲
本
教
授

史
学
研
究
入
門
A

常
松
教
授

史
学
研
究
入
門
B

柴
田
教
授

・
檀
上
教
授

日
本
史
概
論
A

瀧
浪
教
授

日
本
史
概
論
B

坂
口
助
教
授

東
洋
史
概
論
A

植
松
教
授

東
洋
史
概
論
B

檀
上
教
授

西
洋
史
概
論
A

常
松
教
授

西
洋
史
概
論
B

古
賀
教
授

考
古
学
A
・
B

家
根
講
師

民
俗
学
A
・
B

根
井
講
師

日
本
美
術
史
A
・
B

河
上
講
師

東
洋
美
術
史

西
上
講
師

西
洋
美
術
史

愛
宕
講
師

歴
史
地
理
学

中
村
教
授

講
読漢
文
A
・
B

佐
藤
講
師

演
習史
学
基
礎
演
習
A

稲
本

・植
松

・
古
賀

・
瀧
浪
・
永
田
・
中
山
教
授

史
学
基
礎
演
習
B

柴
田
・
檀
上
・
藤
縄

・
常
松
教
授

・
坂
口
・
谷
口

助
教
授

日
本
史
専
攻

特
講古
代
社
会
と
都
城
制
-

瀧
浪
教
授

日
本
史
特
殊
2

稲
本
教
授

地
域
社
会
と
地
主
制

中
山
教
授

新
し
い
文
化
史
と
し
て
の
移
民
史
の
研
究

坂
口
助
教
授

自
然
観
の
変
容

柴
田
教
授

日
本
文
化
論

山
路
講
師

講
読日
本
史
講
読
-

中
山
教
授
・
坂
口
助
教
授

日
本
史
講
読
巫

瀧
浪
教
授
.
稲
本
教
授

日
本
古
文
書

稲
本
教
授
・
中
山
教
授

演
習日
本
史
演
習
-

瀧
浪

・
稲
本

・
柴
田
・
中
山
教
授
・
坂
口
助
教
授

日
本
史
演
習
皿

瀧
浪

・
稲
本

・
柴
田
・
中
由
教
授
・
坂
口
助
教
授

東
洋
史
専
攻

特
講元
末
明
初
の
海
域
世
界
と
倭
寇

檀
上
教
授

古
代
東
北
ア
ジ
ア
史
の
諸
問
題

田
中
講
師

イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
の
西
ア
ジ
ア
社
会

谷
口
助
教
授

中
国
近
世
史
史
料
学
-
史
料
の
か
た
ち
ー

木
田
講
師

中
国
古
代
官
僚
制
度
の
研
究

永
田
教
授

中
国
古
代

・
中
世
の
歴
史
資
料

冨
谷
講
師

講
読東
洋
史
講
読
-

高
嶋
講
師
・
角
谷
講
師

東
洋
史
講
読
嚢

田
中
講
師
・
冨
谷
講
師

東
洋
史
講
読
皿

永
田
數
授
・
檀
上
教
授

演
習東
洋
史
演
習
-
永
田
・
植
松

・
檀
上
教
授

・
谷
口
助
教
授

東
洋
史
演
習
H
永
田
・
植
松

・
檀
上
教
授

・
谷
口
助
教
授

西
洋
史
専
攻

特
講一
九
二
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
社
会

常
松
教
授

世
界
史
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
史
の
意
味

藤
縄
教
授

中
世
フ
ラ
ン
ス
の
俗
人
領
主
階
級

江
川
講
師

近
世
フ
ラ
ン
ス
の
王
権
と
貴
族

阿
河
講
師

近
代
ド
イ
ツ
の
政
治

・
社
会
と
教
育

望
田
講
師

バ
ル
カ
ン
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
東
西
文
化
交
流

中
村
教
授

講
読西
洋
史
講
読
-

古
賀
教
授

西
洋
史
講
読
H

青
木
講
師

西
洋
史
講
読
皿

中
村
講
師

演
習西
洋
史
演
習
-

藤
縄

・
古
賀
・
常
松
教
授

西
洋
史
演
習
豆

藤
縄

・
古
賀
・
常
松
教
授

二
〇

〇

〇
年

度

卒
業

論
文

題
目

日
本
史
専
攻

赤
澤
亜
由
美

ド
イ
ツ
と
徳
島
-
第

一
次
世
界
大
戦
と
板
東

俘
虜
収
容
所
i

新
井

千
恵

岸
和
田
だ
ん
じ
り
祭
に
つ
い
て

飯
田

千
尋

大
奥
の
厳
し
さ
の
検
証
と
そ
れ
で
も
大
奥
に

入
っ
て
き
た
も
の

伊
木
真
紀
子

千
里
丘
陵
と
日
本
万
国
博
覧
会

池
崎

美
希

少
弐
氏
に
つ
い
て

池
田
み
の
り

東
海
道
吉
原
宿
の
飯
盛
女
に
つ
い
て

今
野

雅
美

六
波
羅
探
題
の
成
立
に
つ
い
て

植
田

薫

重
光
葵
に
見
る
東
京
裁
判
i
戦
争
と
平
和
の

狭
間
で
i

上
野

真
希

測
量
日
記
か
ら
見
た
伊
能
忠
敬
の
日
本
測
量

大
里
沙
知
子

三
島
宿
と
箱
根

大
橋

洋
子

輪
中
水
論
-
輪
中
意
識
と
対
立
抗
争
ー

岡
部

弘
子

友
禅
染
1
そ
の
誕
生
と
流
行
に
つ
い
て
ー

織
田
な
つ
み

三
河
木
綿
の
流
通
機
構
と
そ
の
変
遷

越
智

香
織

近
世
京
都
の
町
人
と
町

落
合

美
和

幕
末
期
に
お
け
る
西
陣
機
業
地
の
構
造
i
特

に
花
車
町
に
つ
い
て
1

勝
田

愛

日
清
戦
争
と
民
衆
心
理

金
國

裕
子

和
宮
下
向
が
中
仙
道
に
与
え
た
影
響
に
つ
い

て
の
考
察

川
合

理
恵

藤
堂
藩
に
お
け
る
無
足
人
制
度
i
特
に
伊
賀

国
無
足
人
に
つ
い
て
1

川
口

恵
子

近
世
後
期
に
お
け
る
大
津
祭

ssa



史 窓

木
村

友
美

御
館
の
乱
ー
上
杉
家
家
督
相
続
争
い
の
背

景
ー

清

さ
つ
き

日
本
古
代
史
料
に
み
る
南
島
の
一
考
察

久
保

暢
子

幕
府
内
に
お
け
る
北
条
政
子
の
立
場

久
保
田
敬
子

霊
山
に
お
け
る
女
人
禁
制
の
成
立
事
由
ー
ト

ラ
ン
尼
伝
承
を
通
し
て
ー

窪
田

瑞
恵

戦
国
日
本
の
動
物
観
の
移
り
か
わ
り
1
脅
威

か
ら
生
き
が
い
ヘ
ー

熊
倉
由
香
里

近
世
庶
民
の
旅
の
様
子

小
島
亜
紀
子

軍
国
主
義
と
天
皇
制
-
陸
軍
将
校
生
徒
の
教

育
か
ら
…

児
島

浩
子

伊
東
甲
子
太
郎
の
志
-
御
陵
衛
士
の
勤
王
思

想
ー

小
島
真
奈
美

最
澄
に
つ
い
て

小
西
波
瑠
佳

室
町
期
細
川
氏
の
発
展
過
程
に
つ
い
て

小
西
む
つ
み

乃
木
希
典
と
殉
死
論
-
明
治
に
お
け
る
乃
木

希
典
ー

小
林

瑞
穂

海
軍
水
路
部
ー

「自
力
ヲ
以
テ
」
海
に
取
り

組
ん
だ
歴
史
i

坂
口

麗
乃

文
明
開
化
と
牛
肉
食

坂
圉

純

日
本
の
食
犬
と
、
そ
の
消
滅

櫻
井
真
理
子

戦
国
時
代
の
政
略
的
養
子

佐
々
木
め
ぐ
み

吉
備
真
備
の
入
唐
に
関
す
る
考
察

柴
田

葉
子

第
五
福
龍
丸
事
件
-
焼
津
は
ど
う
し
て
沈
黙

し
て
い
た
か
ー

杉
山
ま
り
子

御
堂
関
白
記
か
ら
み
る
藤
原
道
長
の
出
勤
状

況

鈴
木

香
織

入
力
車
考
ー
文
明
開
化
を
走
る

「俥
」
た

ち
1

鈴
木

美
緒

お
も
ち
ゃ
は
語
る
ー
技
術
の
進
歩
を
通
し
て

み
る
お
も
ち
ゃ
ー

瀧
本

美
奈

織
田
信
長
と
堺

田
口

志
乃

劇
場
の
あ
る
風
景
-
企
業
メ
セ
ナ
を
め
ぐ

っ

て
1

竹
内

鈴
華

京
町
家
と
ま
ち
づ
く
り

竹
平
留
美
香

国
の
祭
礼
に
よ
る
民
衆
支
配
ー
祗
園
御
霊
会

を
中
心
に
ー

辻
川
野
乃
子

戦
後
処
理
論

徳
永

景
子

『雨
夜
の
伽
草
』
に
み
る
西
條
ま
つ
り

戸
田

香
代

頼
通
を
造
庭
に
か
り
た
て
た
も
の
ー
高
陽
院

庭
園
と
平
等
院
庭
園
に
み
る
ー

中
川
裕
美
子

「お
菓
子
」
に
つ
い
て
ー
お
菓
子
の
変
動

期
、
奈
良

・
平
安
時
代
i

中
島

真
希

河
内
源
氏
の
成
立
に
つ
い
て
の
一
考
察

中
林

美
保

慶
長
・
元
和
期
の
築
城
に
つ
い
て

名
知

繭
子

桓
武
朝
政
治
の
一
考
察

南
條

直
子

仮
名
文
字
か
ら
見
た
日
琉
の
交
流

西
川

紀
子

陰
陽
寮
と
天
文
諸
相
に
つ
い
て

西
田

涼
子

御
霊
会
の
成
立
に
つ
い
て
i
疫
病
対
策
の
変

遷
i

野
澤

幸
代

江
戸
時
代
に
お
け
る
人
参
文
化

野
本

景
子

室
町
後
期
に
於
け
る
江
北
京
極
氏
に
つ
い
て

i
応
仁

・
文
明
の
乱
前
後
を
中
心
に
ー

橋
村
め
ぐ
み

四
国
遍
路
に
お
け
る
接
待

端
野
真
佐
子

猿
楽
能
の
変
遷
と
発
展
に
お
け
る
一
考
察

畑
山

麻
美

鉄
砲
と
足
軽

早
川

夕
香

尾
張
藩
家
臣
団
の
考
察
ー
上
級
藩
士
に
つ
い

て
1

林

恭
子

北
政
所
と
淀
殿
ー
織
豊
期
に
お
け
る
武
家
女

怪
i

久
木

紅
美

江
戸
時
代
の
朝
鮮
通
信
使
ー
朝
鮮
人
街
道
を

中
心
に
i

平
野

亜
弥

平
清
盛
と
後
白
河
院

廣
野

好
美

津
山
藩
と
そ
の
学
問
ー
藩
校
を
中
心
と
し

て
1

廣
畑

賀
絵

斉
明
天
皇
と
石
の
都

・
飛
鳥

樋
渡
さ
と
み

保
科
正
之
ー
江
戸
幕
府
の
太
平
の
世
を
演
出

す
る
ー

福
田
衣
里
子

沖
田
総
司
1
そ
の
一
生
-

福
呂

直
子

唐
衣
の
成
立
に
つ
い
て

藤
沼

典
子

土
鈴
1
そ
の
変
遷
と
庶
民
た
ち
の
想
い
i

古
椙

千
晴

来
日
外
国
人
間
題
-
外
国
人
入
国
者
の
増
加

と
来
日
外
国
人
犯
罪
の
増
加
-

細
田

恵

織
田
信
長
と
安
土
城
に
お
け
る
城
下
政
策
に

つ
い
て

堀

貴
美
子

家
訓
か
ら
み
る
鴻
池
の
経
営
方
針

槙
原

弥
子

ザ
ビ
エ
ル
と
日
本
開
教

増
田

敦
子

大
伴
坂
上
郎
女
に
み
る

「家
刀
自
」
立
場

松
木
み
ゆ
き

明
治
期
の
西
陣
織
の
発
展

松
田

香
里

近
世
公
家
の
家
職

松
田

理
恵

新
潟
の
明
治
維
新

松
本

容
子

龍
安
寺
の
石
庭
に
つ
い
て

三
島

薫

神
聖
と
み
ら
れ
た
子
ど
も
に
つ
い
て

三
橋

瑞
穂

鹿
鳴
館
ー
ダ
ン
ス
の
政
治
的

・
文
化
的
意
義

か
ら
考
え
る
1

光
山

華
代

上
方
落
語
冬
の
時
代

美
馬
由
起
子

阿
波
藩
の
御
家
騒
動
ー
益
田
豊
後
事
件
ー

宮
内

睦
美

桂
宮
淑
子
内
親
王
に
つ
い
て
ー
宮
家
を
相
続

し
た
内
親
王
i

宮
田
有
美
子

上
州
島
村
に
お
け
る
蚕
種
業
の
発
展
過
程

六
車

美
保

竈
の
構
築
方
法
と
そ
の
地
域
性
-
古
墳
時
代

の
讃
岐
平
野
を
一
例
と
し
て
-

村
上

博
美

中
世
声
聞
師
に
つ
い
て
i
京
都
声
聞
師
の
発

展
と
衰
退

森

亜
希
子

陽
成
天
皇
に
つ
い
て
の
考
察
ー
退
位
問
題
を

中
ら
に
1

森

ま
ち
子

戦
国
の
日
米
外
交
ー
安
保
体
制
・
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
注
賃
し
て
ー

森
下

都

京
都
府
に
お
け
る
開
治
期
図
画
教
育
-
毛
筆

画
教
育
の
一
考
察
ー

森
田

裕
子

化
粧
ー
江
戸
時
代
の
白
粉
化
粧
ー

森
本

志
保

大
岡
越
前
守
忠
相

矢
尾

幸
恵

近
江
商
人
升
屋
利
兵
衛
-
創
業
か
ら
自
立
ま

で
1

柳
浦

早
紀

清
水
寺
の
勧
進
と
五
条
橋

安
井

絵
美

ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
ー
解
放
者
と
い

う
名
の
征
服
者
;

矢
田
由
美
子

戦
後
日
本
に
お
け
る
少
年
犯
罪
-
近
年
の
犯

罪
を
保
健
室
と
い
う
観
点
か
ら
ー

矢
野

千
代

天
保
改
革
に
お
け
る
出
版
統
制

籔
中

直
子

鳥
取
県
に
関
わ
っ
た
老
農
ー
林
遠
里
・
中
井

太

一
郎
を
事
例
に
1

山
川

貴
美

鉄
砲
の
伝
播
と
そ
の
普
及
に
つ
い
て

由
崎
い
ず
み

修
学
旅
行
は
な
ぜ
続
い
た
の
か

ss1



史 窓

山
下

幸
愛

蘇
我
馬
の
本
拠
地
に
つ
い
て

山
本

敦
子

女
子
教
育
に
み
る
漢
字
の
使
用
1

「女
大

学
」
よ
り
考
え
る
ー

山
本

景
子

東
福
門
院
と
雁
金
屋
ー
江
戸
時
代
初
期
の
小

袖
文
化
に
与
え
た
影
響
-

吉
川

千
草

金
子
み
す
黛
ー
自
由
へ
の
翼
ー

吉
田

幸
枝

推
古
天
皇
の
遺
言
1
そ
の
過
程
と
真
意
ー

輪
違

貴
子

生
殖
の
自
己
決
定
権
を
め
ぐ
る
闘
い
i
堕
胎

罪
の
社
会
的
位
置
付
け
に

つ
い
て
の
考

察
-

佐
藤
さ
や
か

吉
田
松
陰
ー
彼
が
後
世
に
残
し
た
も
の
ー

山
下

敦
子

町
火
消
制
創
設
ま
で
の
過
程

東

洋
史

専

攻

青

山

泰
子

マ
テ
オ

・
リ

ッ
チ
と
覬
末

に
お
け
る
キ
リ
ス

ト
教
布
教

綾

田
美
奈

子

蒲
寿
庚

の
生
涯

池
川

敦
子

漢
代

の
食
文
化

一
木

良
子

ジ

ャ
ワ
島

の
イ

ス
ラ
ム
化
と

ワ
リ

・
サ

ン
ガ

ー
そ

の
布
教
方
法
-

井
本

敦
子

唐
代

の
官
僚
構

成
と
科
挙
-
唐
初
か
ら
開
元

期

ま
で
を
中
心
と
し

て
ー

岩
崎

由
佳

『
内
訓
』
に
見

る
徐
皇
后

の
思
想
と
そ

の
行

動

大
川

陽
子

陽
明
学
と
時
代

の
憂

い

加
藤

千
晶

明
代

モ
ン
ゴ

ル
に
お
け

る
板
升
の
意
義

神
尾
ゆ
か
り

満
洲
国
建
国
前

夜
の
中
国
人

の
動
向
ー
九

・

一
八
事

変
以
後
を
中
心
に
ー

川
井
江
美

子

宰
相
寇
準
と
演
淵

の
盟

川

口
布
美
子

改
革

・
開
放
時
代

の
貿
易
と
対
米
政
策

州
瀬

暁
子

隋
朝

四
十
年
ー

皇
帝
と
官
僚

の
駆
け
引
き
を

通
し
て
ー

川
野

妙

陳
天
華
と
自
己
犠
牲

の
精
神

川
端

友

美

香
港

に
お
け
る

「報
道

の
自
由
」

木
岡
さ
や
か

明
末

の
日
本
観
と
海
防
策
ー
寧
波
争
貢
事
件

か
ら
海
禁
解

除
に
至

る
ま
で
1

絹

田

千
春

イ
ギ
リ
ス
植
民
地
支
配
下
に
お
け
る
、
イ

ン

ド
社
会
と
カ
ー
ス
ト
制
度

の
変
容

に
つ
い

て
1
各
裁
判
所
判
例
集

か
ら

の
考
察
-

小
関

円

唐

王
朝

か
ら
み
た
日
本

木
場

千
晶

タ
イ
に
お
け
る
華
僑
社
会

の
形
成
と
同
化

に

つ
い
て

菰
原

裕
子

葛
洪

『
抱
朴
子
』

の
自
叙

に
つ
い
て

坂

田

智
美

『
清
明
集
』
か
ら
見

た
女
性

の
財
産
権

に

っ

い
て

杉
浦

直
子

南
宋

の
裁
判
事

例
か
ら
見

る
女
性
の
地
位

杉
浦
め
ぐ
み

宋
商
人
と
日
本

杉
本

有
里

張
学
良
と
西
安
事
件
-
抗

日
の
理
由

・
評
価

の
変
移

に
つ
い
て
1

杉
山

由
花

中
国
と

日
本
に
お
け
る
菊
文
化
に

つ
い
て

瀬
戸

口
友
紀

徐
文
長
と
そ

の
時
代
i
芸
術
家
と
し
て
の
評

価

の
背
景
を
め
ぐ

っ
て
1

平

顕
子

殷
代

の
宗
教
-
特
に
王
権
と

の
関
わ
り
に

つ

い
て

高
見

春
菜

儒
教

の
国
教
化
と
そ
の
背
景

田
中

絢
子

『
四
庫
全
書
』
編
纂

に
み
る
清
朝

の
世
界
観

田
村

佳
恵

ポ
ル

・
ポ

ト
恐
怖
政
治

の
原
点

野
村

陽
子

画
像
石

に
み
る
死
生
観

橋
野

史
子

国
際
協
定

の
推
移

か
ら
見

る
チ
ベ

ッ
ト
問
題

藤
本

幹

ス
ル
タ
ン

・
バ
イ
バ

ル
ス
の
司
法
改
革

に

つ

い
て

堀

加
代
子

宋
慶
齢
と
宋
美
齢
…
戦
時
救
済
活
動

に

つ
い

て
ー

丸
尾

日
登
美

二
二
八
事
件
に
お
け
る
台
湾
知
識

人
の
台
湾

人
意
識

峯
浦

潤

古
代
中
国

の
刑
罰
思
想
-
特
に
漢
代
武
帝
期

を
中
心
と
し
て
i

宮
崎

美
幸

元
代

の
茶
法
に

つ
い
て

宮
本

真
帆

現
代
中
国

の
婚
姻
間
題

森
本

亜
希

=

一-

一
六
世
紀

エ
ジ
プ

ト

の

聖
者
崇
拝

-
人

々
が
聖
者

に
期
待
し
た
も
の
1

安
井

は
な
よ

林
彪
事
件
か
ら
み
た
文
化
大
革
命

横
内

美
穂

道
法
思
想

の
展
開
-

『
韓
非
子
』

主
道

・
揚

権

・
解
老

・
喩
老

四
篇
を
中
心
に
i

吉
岡
紗
智
子

タ
イ
の
独
立
維
持
と

ラ
ー

マ
五
世

吉

田

佳
世

清
朝

・
西
蔵

関
係

の
考
察
i
駐
蔵
大
臣

の
設

置
過
程
に
見

る
チ
ベ

ッ
ト
史
…

吉
野
加
寿

子

カ
ー
リ

ミ
ー
商
人
と
諸
王
朝

の
関
係
ー

マ
ム

ル
ー
ク
朝

・
ラ
ス
ー
ル
朝

を
中
心

に
ー

渡
邊

容
子

唐
代
前
期

の
国
家
権
力
と
宗
教
勢
力

に
つ
い

て
ー
特

に
仏
教
を
中
心
と
し
て
ー

西

洋

史

専

攻

家
村

有
紀

マ
リ
ア
信
仰

の
発
展

石
黒

千
恵

カ

メ
ラ

・
オ
ブ

ス
キ

ュ
ラ
ー

60
年
代
若
者

た

ち

の
自
己
実
現
-

石
田
真
喜
子

西
洋
近
世

に
お
け
る
悪
魔
崇
拝
と
民
間
信
仰

岩
坂

絢
子

ワ
イ

ン
の
中

に
あ

る
ギ
リ
シ
ャ

宇
治
谷
恵
美

「花

の
都
」

パ
リ
の
肖
像
-
現
代
都
市
形
成

の
歩

み
1

太
田

裕
子

古
代

エ
ジ
プ

ト
の
死
生
観

岡
村
多
希
子

茶
貿
易
の
展
開
と
イ
ギ
リ

ス
茶

奥
西

佑
子

17
世
紀

ド
イ
ツ
の
薔
薇
十
字
運
動

海
藤

な

つ
き

ジ
ャ
ン
ヌ

・
ダ

ル
ク
処
刑
裁
判

桐
山

悦
子

ヴ

ィ
シ
ー
体
制
下

の
フ
ラ
ン
ス

菊
野

寛
子

小
さ
な
ギ
リ
シ
ア
人
ー

ロ
ー

マ
皇
帝

ハ
ド
リ

ア
ヌ
ス
ー

北
水

朋
子

ユ
ダ
ヤ
民
族

の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
イ

エ

ス
十
字
架
刑

へ
の
道
-

小
林
知
恵
子

フ
ラ
ン
ス
革
命
期

に
お
け
る

フ
ェ
ミ

ニ
ズ

ム

の
展
開

坂
田

一
美

中
世

末
期

に
お
け
る
教

皇
と

フ
ラ
ン
ス
国

王

重
田

佳
美

イ

タ

リ

ア
統

一
を
匿
指
し
て
ー

チ

ェ
ー
ザ

レ

・
ボ

ル
ジ
ア
の
軌
跡
ー

洲
崎
久
美
子

マ
ヤ
に
魅

せ
ら
れ
た
人
々
i

ス
ペ
イ

ン
人
に

よ
る

ユ
カ
タ
ン
征
服
i

須
永

明
音

ス
パ

ル
タ
の

ヘ
ロ
ッ
ト
ー

リ

ュ
ク
ル
ゴ
ス
体

制

の
成
立
と
崩
壊
-

瀬

戸
美
由
紀

ナ
チ

ス
の
台
頭
と
大
衆
社
会

瀧
岡

沙
織

ハ
ト
シ

ェ
プ

ス
ト
女
王
の
即
位
と
共
同
統
治

問
題

辻

麻
衣
子

演

劇
時
代

の
開
幕
ー

シ

ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
演
劇

と
そ
の
時
代
ー

秦

幸
子

チ
ト
ー
イ
ズ

ム
の
三
本
柱
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史 窓

東
方

早
苗

ペ

ス
ト
の
流
行
と
中
世
末
期

の

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

平
木

亨
依

連
邦

を
救

っ
た
大
統
領
ー

エ
イ
ブ

ラ

ハ
ム

・

リ

ン
カ
ー
ン
i

藤

川

愛

一
八
四
八
年

ウ
ィ
ー
ン
に
み
る
民
衆

の
革
命

古

川
千
登
勢

ビ
ス
マ
ル
ク
の
政
治
戦
略
ー
中
央
党
と
社
会

主
義
老
と

の
闘
争
ー

松

木

志
保

一
八
四
六
年
穀
物
法
廃

止
と
地
主

・
貴

族
層

村
上
由
美
子

ナ
ー
ス
ト
リ
ア

川
ハ
ン
ガ
リ
ー
二
重
帝
国

の

成
立
と
チ

ェ
コ
民
族

矢

野

裕
子

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
史

に

お

け

る

メ
デ

ィ
チ

家

1
そ

の
バ
ト

ロ
ネ

ー
ジ
に

つ
い
て
ー

山
崎
紀

代
美

ユ
ナ
イ
テ

ッ
ド

・
ア
イ
リ

ッ
シ

ュ
メ
ン
と

ア

イ

ル
ラ
ン
ド
の
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム

渡
辺

詔
子

ラ
ダ
イ

ツ
運
動

の
歴
史
的
性
格

渡

辺

円

縫
製
す
る
女

た
ち
ー

19
世
紀

・
ロ
ン
ド

ン
の

ス
ラ
ム
か
ら
ー

『史
窓
』
第

五
七
号
所
載

「
一
九
九
九
年
度
卒
業
論
文
題

目

日
本
史
専
攻
」
に
お
き

ま
し

て
、
左
記

二
名

の
論
文
題

目
が
漏
れ
て
お
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
、
こ
こ
に
記
載

い

た
し
ま
す
。

師
岡

美
和

室
町
期

の
近
江
国

に
お
け
る
佐

々
木
氏

-
応
仁

の
乱

か
ら
六
角
征
伐
ま

で
ー

山

口

陽
子

米
沢
藩

の
財
政
改
革
と
金
主

・
渡
辺
家

-
上
杉
鷹
山

の
政
治
を
中
心

に
ー

二
〇

〇
〇
年

度

大

学
院

文
学

研

究

科

史
学
専
攻
博
士
前
期

(
修
士
)
課
程
講
義
題
目

特
論古
代
都
市
論

瀧
浪
教
授

日
本
中
世
史
特
論

稲
本
教
授

※
近
世
大
地
主
制
の
成
立
と
展
開

(
H
)

申
山
教
授

※
日
本
に
お
け
る
移
民
史
研
究
の
成
果
と
課
題
坂
口
助
教
授

対
外
観
の
変
遷

杉
井
講
師

※
自
然
観
の
変
容

柴
田
教
授

※
京
都
に
み
る
日
本
文
化

山
路
講
師

日
本
古
文
書
学
特
論

下
坂
講
師

出
土
文
字
資
料

に
よ
る
中
国
古
代

・
中
世
史

の
諸
問
題

永

田
教
授

中
国
社
会
と

「
士
」
階
層

檀

上
教
授

元
代
史

の
研
究

植
松
教
授

※
中
国
古

代

・
中
世

の
歴
史
資
料

冨
谷
講
師

※
中
国
近
世
史
史
料
学
ー

ク
史
料
"

の
歴
史
-

木

田
講
師

※
イ

ス
ラ
ー

ム
時
代

の
西

ア
ジ
ア

谷

口
助
教
授

※
.バ
ル
カ
ン
、

ユ
ー
ラ
シ
ア
の
東

西
文
化
交
流

中
村
教
授

ヘ
ロ
ド
ト

ス
研
究

藤
縄
教
授

※
中
世

フ
ラ
ン
ス
の
俗
人
領

主
階
級

江
川
講
師

イ
ギ
リ

ス
産
業
革
命
史
研
究

古
賀
教
授

20
世
紀

ア

メ
リ
カ
に
お
け
る
都
市

3

常
松
教
授

※
近
世

フ
ラ
ン
ス
の
王
権
と
貴
族

阿
河
講
師

※
近
代
ド
イ

ツ

・
ギ

ム
ナ
ジ
ウ

ム
の
社
会
史

望

田
講
師

(
※

は
学
部
共
通
)

演
習日
本
史
演
習
1

瀧
浪
教
授

日
本
史
演
習
皿

稲
本
教
授

日
本
史
演
習
皿

中
山
教
授

日
本
史
演
習
W

柴
田
教
授

日
本
史
演
習
V

坂
口
助
教
授

東
洋
史
演
習
-

永
田
教
授

東
洋
史
演
習
H

植
松
教
授

東
洋
史
演
習
獗

檀
上
教
授

東
洋
史
演
習
W

谷
口
助
教
授

西
洋
史
演
習
-

藤
縄
教
授

西
洋
史
演
習
-

古
賀
教
授

西
洋
史
演
習
遯

常
松
教
授

史
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
講
義
題
目

特
殊
研
究

女
帝
論

瀧
浪
教
授

日
本
史
特
殊
研
究
H

稲
本
教
授

地
主
制
的
土
地
所
有
を
め
ぐ
る
諸
問
題

中
山
教
授

19
世
紀
以
降
の
日
本
の
東
ア
ジ
ァ
に
お
け

る
文
化
の
交
流
と
摩
擦

坂
口
助
教
授

近
世
の
社
会
と
思
想

柴
田
教
授

東
洋
史
特
殊
研
究
-

永
田
數
授

東
洋
史
特
殊
研
究
豆

植
松
教
授

開
清
時
代
の
国
家
と
社
会

檀
上
教
授

イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
シ
リ
ア
史
研
究

谷
口
助
教
授

西
洋
古
代
史
の
諸
問
題

藤
縄
教
授

近
代
イ
ギ
リ
ス
の
王
室
と
民
衆

古
賀
教
授

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
大
衆
社
会
の
成
立

常
松
教
授

二
〇

〇
〇
年

度

大
学

院
修

士
論

文

題
目

大
西

香
衣

明
末
福
建

に
お
け
る
密
貿
易
と
海
禁
解
除

-
潭
州
月
港
を
中
心
に
1

河
野
あ
す
か

清
末
民
初
に
お
け
る
鄭
孝
胥
の
思
想
と
行
動

森
永

恭
代

清
代
後
期
長
江
三
峡
に
お
け
る
民
間
航
道
整

備
事
業
の
実
態
-
李
本
忠
の
事
業
に
見
る

官
と
民
の
関
係
ー

(以
上
東
洋
史
)

小
島

優
子

一
八
世
紀
初
頭
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
時
代

(以
上
西
洋
史
)

二
〇

〇
〇
年

度

大
学

院
行

事

研
究
発
表
会

・
そ
の
他

四
冖月
二
六
日

大
学
院
歓
送
迎
会

(「萬
三
」
に
て
)

六
月
二
〇
旨

京
都
女
子
大
学
周
辺
の
神
社
現
地
見
学
会

(於
山
王
神
社

・
三
島
神
社
・
滝
尾
神

社
)

七
月
一
〇
日

修
士
論
文
研
究
発
表
会

明
末
福
建
に
お
け
る
対
外
貿
易

M
2

大
西

香
衣

復
辟
派

・
鄭
孝
胥
の
思
想
と
そ
の
行
動

ー
清
末
か
ら
満
洲
国
建
国
以
前
を
中
心

と
し
て
ー

M
2

河
野
あ
す
か

清
代
後
期
長
江
中
流
域
に
お
け
る
航
道
整

備
事
業
と
そ
の
背
景
ー
客
商

・
李
本
忠

の
活
動
を
中
心
と
し
て
I

M
2

森
永

恭
代

一
八
世
紀
初
頭
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
西
欧
派

遣
使
節

M
2

小
島

優
子
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史 窓

九
月
二
二
日

研
究
発
表
会

近
世
ロ
シ
ア
の
僭
称
者
-
偽
ツ
ァ
ー
リ
の

登
場
と
そ
の
背
景
ーM
1

大
西

紀
子

フ
ラ
ン
ス
革
命
下
の
国
民
化
政
策

M
1

貴
傳
名
暁
子

文
久
の
修
陵
事
業
に
つ
い
て

M
1

佐
竹

朋
子

近
世
に
お
け
る
殉
死
に
つ
い
て
の
一
考
察

M
1

藤
江
美
由
紀

近
世
後
期
奈
良
町
に
お
け
る
救
済

M
1

水
谷

友
紀

慶
長
遣
欧
使
節
の
目
的
-
伊
達
と
幕
府
の

考
え
方
の
相
違
を
中
心
に
ー

M
1

南

晃
子

壬
午

・
甲
申
事
変
期
に
お
け
る
日
本
の
朝

鮮
政
策

M
l

武
藤
佳
央
理

軍
部
大
臣
現
役
武
官
制
-
大
正
二
年
の
改

正
と
そ
の
影
響
ー
M
1

山
中

裕
子

管
仲
の
法
思
想
に
つ
い
て
1
法
家
思
想
の

発
展
と
関
連
し
て
ーM
1

馬
場
理
惠
子

北
魏
時
代
に
お
け
る
仏
教
の
発
展
に
つ
い

て
i
太
武
帝
廃
仏
事
件
を
中
心
に
ー

M
1

村
松

賢
子

=

月

一
七
日

京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
史
学

専
攻
博
士
後
期
課
程
開
設
記
念
研
究
発
表

会近
江
湖
岸
村
落
の
形
態
-
近
世
菅
浦
村
を

中
心
に
ー

D
2

岸

妙
子

幕
末
期
高
松
藩
砂
糖
生
産
地
域
に
お
け
る

生
産
構
造
ー
大
内
郡
引
田
村
を
事
例
と

し
て
ー

D
1

宇
佐
美
尚
穂

明
治

一
八
年
段
階
に
お
け
る
国
権
論
の
諸

相
i
政
治
小
説

『佳
人
之
奇
遇
』
に
み

る
l

D
2

高
井
多
佳
子

修
士
論
文
中
間
発
表
会

一
一
月
二
〇
日

明
末
に
お
け
る
月
港
開
放
と
福
建
社
会

M
2

大
西

香
衣

満
洲
国
参
画
に
つ
な
が
る
鄭
孝
胥
の
思
想

-
清
末
か
ら
満
洲
国
建
国
以
前
の
活
動

よ
り
ー

M
2

河
野
あ
す
か

清
代
後
期
長
江
三
峡
に
お
け
る
民
間
航
道

整
備
事
業
の
実
態
-
李
本
忠
の
事
業
に

見
る
官
と
民
の
関
係
ー
M
2

森
永

恭
代

一
八
世
紀
初
頭
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
時
代

M
2

小
島

優
子

(終
了
後
、

「洛
匠
」
に
て
懇
親
会
)

研

究

室

だ

よ

り

本
年
度

、
京
都
女
子
大
学
史
学
科

は
創
設
五
〇

周
年
を
迎

え
、
新
世
紀

の
幕
開
け
と
共
に
史
学
科

の
歴
史
は
世
紀
後
半

へ
と
突
入
し
ま
す
。

こ
の
記
念
す

べ
き
年

の
研
究
室
だ
よ
り

で
は
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
悲

し

い
お
知
ら

せ
か
ら
始

め
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
昨
春
か
ら
療
養
さ
れ
て

い
た
藤
縄
謙
三

教
授
が
、
一
〇

月
四
日
に
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
史
学
科

一
同
、

先
生

の
御

冥
福

を
お
祈
り
す
る
と
と
も

に
、
本

学
科

に
対
し

て
い
た
だ

い
た
御
尽
力

に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

た
い
と
思

い
ま
す
。
現
在
進
行
中

の
全
学
的
な
改
組
に
と
も

な
い
、
人

文
準
学
科

に
お
ら
れ
た
竹
内
亨
助
教
授
が
四
月
か
ら
史
学
科

所
属
と
な
ら
れ

ま
し
た
。
し
た
が

っ
て
、
史
学
科

の
専
任
教

員

は
、
昨
年
度
と
同
じ
く

一
三
名
と

い
う

こ
と

に

な

り

ま

す
。
ま
た
、
今
年
度
も
多
く

の
先
生
方
に
非
常
勤
講
師
と
し

て
授
業
を
担
当

し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
例
年
通
り
、

非
常

勤
の
先
生
方
と

の
懇
親
会

を
、

五
月
二

六

臼

に

「洛

匠
」
に
て
お
こ
な

い
ま
し
た
。

今
年
度

の
新
入
生
は

=

一九
人

で
し
た
。
こ
の
学
年
か
ら

順
次
新

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

へ
と
移
行
し
、

セ
メ
ス
タ
ー
制
が
採

用
さ
れ
ま
す
。
講
義
題

目
に
A
あ
る

い
は
B
と
あ

る
の
は

セ

メ
ス
タ
…
制

で
お

こ
な
わ
れ

る
授
業
で
、
そ
れ
ぞ
れ
年
度
前

半
と
後
半

で
の
開
講
を
示
し
て
い
ま
す
。

一
方
卒
業
予
定
者

は

一
八

一
名
と
、
近
年

で
は
例
外
的
に
多
く

の
卒
業
生
を
送

り
出
す

こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
年
度
始

め
の
段
階

で
、
学
部

在
籍
者
数

は
休
学
者

を
含
め
五
八
〇

名
と

な

っ
て

お

り

ま

す
。大
学
院
は
改
組
さ
れ

て
二
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
前
期
課

程

は

一
二
名
の
新
入
生
を
迎
え
計

一
六
名

に
、
後

期
課
程
は

一
名
を
迎
え
て
計

三
名
と
な
り
ま
し
た
。
前
後

期
合
わ
せ
て

一
九
名

の
大
学
院
生
が
研
究
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
改
組
を

機

に
移
転
し
た
大
学
院
生
研
究
室
が
早
く
も
手
狭
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
博
士
後
期
課
程
開
設
を
記
念

し
て
、

一
一
月

に
特
別
講
演
会
と
博
士
後

期
課
程

の
学
生
に
よ
る
研

究
発
表
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
も
史
学
科

の
教
員

に
よ
る
研
究
成
果

の
出
版
が
相

次
ぎ
ま
し
た
。
ま
ず
藤
縄
教
授
が
精
力

を
傾
け
て

こ
ら
れ
た

ト

ゥ
キ

ュ
デ

ィ
デ

ス

『
歴
史
』

の
邦
訳
第

一
巻
が
京
都
大
学

学
術
出
版
会
か
ら
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
稲
本
教
授
が

研
究
成
果

の

一
端

を

『
三
重
県
の
歴
史
』

(
共
著

、
由
州
出

版
桂
)

の
中
で
披
露
さ
れ
た

の
に
続
き
、
柴
田
教
授
が

『
江

戸
武
士

の
日
常
生
活
』

(
講
談
社
)
を
、
瀧
浪
教

授
が

『
帝

王
聖
武
』

(
講
談
社
)
を
上
梓

さ
れ

ま
し
た
。

史
学
科
に
限
ら
ず
、
本
学

の
教
職
員
や
学
生
に
と

っ
て
見

慣
れ
た
風
景

の

一
つ
と
な

っ
て

い
た
三
島
神
社
が

、
昨
秋
突

如
と
し

て
姿

を
消

し
更
地
と
化

し
ま
し
た
。
ま
た
年
末

に
は

「
む

ろ
や
」
が
店

を
た
た
み
ま
し
た
。
半
世
紀

に
わ
た

っ
て

営
業
し
て
き
た
と

い
う

こ
と
で
す

か
ら
、
わ
れ
わ
れ
史
学
科

と
ほ
ぼ
同
じ
時

を
刻
ん

で
き
た

こ
と

に
な
り
ま
す
。
も

ち
ろ

ん
、
以
上
は
馬
町
界
隈

で
目
に

つ
い
た
移
り
変

わ
り
の

一
部

に
過
ぎ
ま
せ
ん
し
、
史
学
科

を
取

り
巻
く
環
境

の
変
化
は
周

囲

の
景
観
に
と
ど

ま
る
も
の
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
京
都
女
子

大
学
史
学
科

の
第

一
世
紀
後
半

は
、
ま
だ
始
ま

っ
た
ば

か
り

で
す
。

学
会
委
員

二
〇
〇
〇
年
度
の
学
会
運
営
に
協
力
し
て
下
さ
っ
た
学
会

委
員
は
次
の
方
々
で
し
た
。
例
年
通
り
史
学
会
諸
行
事
の
企

画
か
ら
運
営
ま
で
、
全
般
に
渡

っ
て
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
こ
に
氏
名
を
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

委

員

長

西
洋
史
三
回
生

徳
山

真
由

副
委
員
長

日
本
史
二
回
生

欅
田

志
穂

会

計

西
洋
史
三
回
生

是
澤

綾
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書

記

西
洋
史
二
回
生

高
橋
美
す
づ

西
洋
史
二
回
生

高
山

薫

西
洋
史
二
回
生

小
谷
美
記
子

藤

縄

謙

三
先

生

の
御

逝

去

を

悼

む

昨
年

の
ゴ
ー
ル
デ

ン

・
ウ

ィ
ー
ク
明
け
か
ら
療
養
生
活
を

送
ら
れ
た
藤
縄
謙
三
先
生
が
、

二
〇
〇
〇
年

一
〇
月

四
日
午

前
○
時
五
八
分
、
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
享
年

七
〇
歳

で
し
た

か
ら
、
先
生

の
早
過
ぎ
る
ご
逝
去

は
、
同
僚

と
し
て
、
非
平

に
残
念
な
で
き
ご
と
と
言
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

先
生
の
入
院
中

の
ご
様

子
で
は
、
ず

い
ぶ
ん
と
体
調

の
良

さ
そ
う
な
と
き
も
あ

っ
て
、
こ
れ
な
ら
教

壇

へ
は

と

も

か

く
、
以
前

の
生
活

へ
の
復
帰

は
可
能

で
あ
ろ
う

と
考
え

て
お

り
ま
し
た
か
ら
、
よ
け

い
に
衝
撃
的
な

で
き
ご
と
で
し
た
。

教
員
、
学
生

と
も

に
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
る

次
第
で
す
。

編

集

後

記

ム

『
史
窓
』
第
五
八
号

「
史
学
科
創
設
五
十
周
年
記
念
特
集

号
」

を
お
届
け
し
ま
す
。

皆
様

の
ご
協

力
に
よ
り
、
現
職

な
ら
び

に
旧
教
員

の
論
考

一
四
編
、
本
学
卒
業
生
な
ら
び

に
大

学
院
在
学
者

・
修
了
者

に
よ
る
論
考

一
六
編

を
掲
載
す
る
こ
と
が

で
き
、
彙
報
も
含

め
て
三
八
〇
ペ
ー
ジ
余
り

に
お
よ
ぶ
大
部

な
論
文
集
と
な
り

ま
し
た
。

《

本
号
を
企
画
す
る
に
あ

た
り
、
可
能

な
限
り
同
窓
生
諸
姉

の
間

に
執
筆

の
ご
意
向

の
有
無
を
伺

い
、
ご
協
力
を
お
願

い

致

し
ま
し
た
。
多
く

の
方

々
か
ら
ご
寄
稿

の
ご
返
事
を

い
た

だ
き

ま
し
た
が
、
予
算
枠
や
締
切
日
、
そ
の
他

の
都
合
で
採

録

し
き
れ
ぬ
部
分
が
あ
り

ま
し
た
こ
と
、

お

許

し

願

い

ま

す
。
あ
ら
た
め
て
ご
寄
稿
く
だ
さ
れ
ば
幸

い
に
存
じ
ま
す

。

△

一
昨
年

の
秋

、
お
元
気
だ

っ
た
藤
縄
謙

三
先
生

に
是

非
と

も
原
稿
を
お
寄

せ
く
だ
さ

い
と
お
願
い
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、

「
『
古
代
ギ
リ

シ
ャ
史
学

に
お
け
る
戦
争

の
役
割
』
と

い
う

題

目

で
論
文
を
書

き
ま
し
ょ
う
」
と
の
ご
快
諾
を

い
た
だ
き

ま

し
た
。
そ

の
後

、
先
生
は
体
調
を
悪
く
さ
れ
、
療

養
生
活

を

送
ら
れ
ま
し
た
が
、
昨
年

一
〇
月
、
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
本

書

に
先
生

の
こ
論
考
を
頂
戴

で
き

ま
せ
ん
で
し
た
こ
と
、
残

念

で
な
り
ま
せ
ん
。
藤
縄
先
生

の
死

を
悼

み
、
次
な
る

『
史

窓
』

の
編
集

を
進

め
て
お
り
ま
す
。

(
坂

口
)

史 窓



執
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者

紹

介

山
本
　
四
郎
　
本
学
元
教
授

狩
野
　
直
碵
　
本
学
名
誉
教
授

永
井
　
康
視
　
本
学
元
教
授

瀧
浪
　
貞
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本
学
教
授

柴
田
　
　
純

本
学
教
授

中
山
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本
学
教
授

坂
口
　
満
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本
学
助
教
授
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本
学
教
授
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正

本
学
教
授
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上
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本
学
教
授
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日
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本
学
助
教
授

古
賀
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男
　
本
学
教
授
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松
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本
学
教
授

中
村
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三
　
本
学
教
授

吉
住

恭
子
　
京
都
市
歴
史
資
料
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中
野
　
昌
代
　
本
学
大
学
院
研
修
者

菅
澤
　
庸
子
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世
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研
究
セ
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1
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研
究
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岸
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香
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学
大
学
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研
修
者

木
原
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研
修
者
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修
了
者

宇
佐
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後
期
課
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純
子
　
東
京
大
学
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学
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人
文
社
会
系
研
究
科
博
士
課
程

松
本

郁
美
　
本
学
大
学
院
研
修
者

高
井
多
佳
子
　
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程

上
野
有
美
子
　
本
学
大
学
院
研
修
者

小
島
　
典
子
　
本
学
大
学
院
研
修
者

菅
沼
　
愛
語
　
本
学
大
学
院
修
了
者

吉
野

　
香

本
学
大
学
院
研
修
者

所
　
　
京
子
　
岐
阜
聖
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学
園
大
学
教
授

竹
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房
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本
学
卒
業
生

史
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第
58
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史
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〇
〇
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二
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発
行

編
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子

大
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史
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会

印
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発
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